


第 68号りじだよ

ベ
ト
ナ
ム
寺
院

八
月
十
八
日
、
私
の
法
儲
仰
で

あ
る
名
占
屋
市
の
徳
林
寺
住
峨
日

間
禿
脇
師
と
航
路
に
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
寺
院

・
福
園
寺
(
五
年
程
、
徳

林
寺
に
下
宿
し
て
い
る
留
学
僧

・

釈
広
念
師
が
住
職
)
の
孟
間
食
会

に
随
喜
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
式
の
法
要
で
、
先
制
供
益

だ
け
で
な
く
、
両
親
に
感
謝
す
る

日
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

文
、
姫
路
に
は
大
南
寺
と
い
う
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七
月
十
五
日
午
後

一
時
よ
り
、

伊
川
宗
峯
首
座
の
法
戦
式
が
厳
粛

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
内
と

一
般
参
加
者
合
わ
せ
て

二
十
名
ほ
ど
参
列
し
ま
し
た
。

こ
の
度
は
滞
り
な
く
首
座
の
大

役
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
す
べ
て
、
堂
長
老
師
の
ご
指

導
と
山
内

一
向、

一
致
協
力
の
賜

で
あ
り
ま
す
。
原
く
感
謝
巾
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
益
々
仏
道

に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。A口
山
羊

宗
峯

伊
J 11 

ベ
ト
ナ
ム
寺
院
も
あ
り
、
こ
こ
へ

も
同
日
に
参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。重
さ
四
ト
ン
の
ヒ
ス
イ
で
鋳
造

さ
れ
た
大
仏
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

(
愛
知

・
玉
泉
寺
副
住
、
{
玉
慶
寺

講
師
補
)
伊
藤
秀
真
九
拝

川

本
年
も
恒
例
の
限
般
会
が
七
月
三
日

川
か
ら
六
日
に
か
け
て
聞
か
れ
た
。一二
白

川

川
午
後
二
時
か
ら
講
師
の
兵
庫
県
長
松
寺

山

山
東
堂
老
師
が
導
師
と
な
ら
れ
開
講
調
経

川

川
が
挙
げ
ら
れ
、
講
義
は
始
ま

っ
た
。

川

川

山
内
よ
り
十
名
が

「諸
法
実
相
」
に

山

一
つ
い
て
作
聴
し
た
。
そ
し
て
、
仏
法
の

川

あ
る
べ
き
す
が
た
を
お
示
し
頂
い
た
。

==============-zz-============-n 

A'お
詫
び
と
訂
正

だ
よ
り
第
六
十
七
号
の
第

一
而
右

上
段
H

道
冗
抑
附
の
お
こ
と
ば
u

巾
、

一
字
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。

心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
、
次
の
よ
う
に
訂

正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
百
不
当
の
一
労
な
り
」
品
「
百
不

当
の
一
老
な
り
」

-
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
変
更
の
お
知
ら
せ

附
O
七
七
九
l
六
五
l
八
一

O
三

‘旦

六
月
十
七
日
(
月
)
よ
り
二
十
日
(
木
)

に
か
け
て
、
京
都
府
宗
務
所
管
内
の
御

寺
院
様
と
位
信
徒
様
総
数
六
八

O
余
名

の
参
拝
団
が
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

法
堂
で

「般
若
心
経
」
の
拝
強
制
経

を
挙
げ
ら
れ
閉
山
堂
、
僧
堂
、
宝
物
館

な
ど
を
拝
観
さ
れ
ま
し
た
。

標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
緑
陰
の
な
か

で
、
七
五

O
余
年
の
歴
史
の
重
み
を
充

分
体
感
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

小学生スポーツクラヌ研修

七
月
二
十

一
日
か
ら
、
福
井
市
ヤ
シ
ロ

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
員
八
名
が
二
泊
三

日
の
宿
泊
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
雲
水
達

の
生
活
に
沿
っ
た
な
か
で
の
研
修
で
し
た
。

坐
禅
は
も
ち
ろ
ん
、
食
中
の
作
法
、
内
外

で
の
作
務
な
ど
只
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

《感
想
〉

お
寺
で
基
本
の
動
き
を
な
ら
い
ま
し
た
。

叉
手
や
合
学
、
坐
禅
な
ど
で
す
。
他
の
人

の
気
づ
か
い
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
な

ら
い
ま
し
た
。

今
日
、
反
省
し
た
こ
と
は
、
声
は
静
か

に
、
人
へ
の
気
づ
か
い
を
大
切
に
と
い
う

こ
と
で
す
。

(
N
・
T
)

JJ， アメ
リ
カ
で
は
「
ナ
イ
ト

ス
タ
ン
ド
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で

す
。
い
わ
ゆ
る
特
定
の
宗
派

に
属
す
る
「
仏
教
徒
」
で
は

な
く
、
夜
、
首
気
ス
タ
ン
ド

の
明
か
り
で
仏
教
や
坐
禅
を

「
個
人
的
に
実
践
し
学
ぶ
人

々
」
と
い
う
意
味
で
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
は
約
二
五
O

万
人
以
上

!
と
数
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
(
ア
ッ
プ
ル

創
業
者
ス
テ
ィ
ー
ブ

・
ジ
ョ

ブ
ズ
も
そ
の
ひ
と
り
で
し
ょ

う
か
。
)
彼
ら
の
特
徴
と
し
て

旧
来
の
宗
教
の
役
訓
で
あ
ろ

う
貧
困
や
社
会
的
混
乱
か
ら

の
救
済
と
い
う
よ
り
も
、
実

践
に
よ
る
間
人
の
人
生
の
解

決
が
そ
の
目
的
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

人
知
が
い
よ
い
よ
人
間

一

大
事
の
因
縁
の
解
決
に
歩
み

つ
つ
あ
る
時
代
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

事
実
、
ア
メ
リ

カ
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
我

々
が
仏
道
を
学
ぶ
時
代
が
も

う
来
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
我
々
は
ナ
イ
ト
ス
タ
ン

ド
い
ら
ず
の
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト、

お
天
道
様
の
下
で
益
々
修
行

に
励
ん
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
(
参
考
文
献
一
ケ

ネ
ス

・
田
中
著

「
ア
メ
リ
カ

仏
教
」
)
R
・
K
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日

京
京
都
世
閉
谷
区

藤
田

良
宏

耕
妥
寺
の
坐
禅
会
で
は
毎
年

抑
の
集
い
と
し
て
、
坐
禅
の
で

き
る
お
寺
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
宝
鹿
寺
が
候
補
と
な
り
、

反
則
集
中
秘
義
の
期
間
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

講
師
は
荒
牧
先
生
と
伊
藤
先

生
。
荒
牧
先
生
の
今
回
の
テ
ー

マ
は
『
般
若
心
経
』
と
臨
済
禅

師
と
桐
山
禅
師
。
『
正
法
眼
蔵』

に
も
登
場
す
る
臨
済
禅
師
と
洞

夏
期
第
申
請
義
レ
ド
参
加
し
て
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山
禅
師
に
つ
い
て
、
先
生
の
広

範
な
研
究
テ
l
マ
を
土
台
に
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
中

国
禅
の
書
物
も
読
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
伊
藤
先
生
の

話
は
宝
嵯
寺
が
創
建
さ
れ
た
当

初
、
宝
山
鹿
寺
二
世
議
芸
部
師
が

永
平
寺
と
の
関
係
を
保
ち
つ
つ
、

宝
鹿
寺
の
運
営
に
当
た
っ
て
い

た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

漢
文
の
原
山内
を
読
め
た
の
は
そ

れ
な
り
に
良
か

っ
た
で
す
。

専
門
僧
堂
で
の
坐
禅
も
久
し

振
り
で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
頂
き
ど
う
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

れ
も

=

-

F

川
生
き
る
も
の
声
か
け
令
ふ
や
梅
雨
来
、
L

郷
子

川

川
梅
雨
晴
れ
に
禅
の
点
律
説
く
古
利

隆

川

川
沙
羅
咲
く
や
山
の
深
き
に
宝
廃
寺

山
本
み
ゆ
き

川

1

・
圃
圃
・
・
・
圃
圃
圃
圃
圃
敦
賀
合
同
俳
句
吟
行
会

川

t

l
 

川
細
き
道
辿
リ
上
が
れ
ば
雪
妓
リ
古
き
山
門
最
か
に
立
つ

川

滋

賀

森

川

幸
代

川

川
托
鉢
に
山
よ
リ
里
へ

行
き
来
せ
し
僧
の
薬
草
履

，

川
亜
麻
色
に
古

る

敦

賀

武

長

陽

子

川

北
陸
ア
ラ
ラ
ギ

「柊
」
短
歌
会

l

J
三
三
=主
主
主
主
-
E
e--Z
圭
主
主
主
=
=
=
=-王
室
三
ZE
---
至
宝
-z---=EE
--=
E
E
-
-==-2
=
=
E
z
--=-E
E
---苛

ー

ー

-
V
宝
慶
寺
吟
行
奉
納

-v山 堀
下

。
こ
の
よ
う
な
山
奥
に
大
き
な
し
か
も
立
派
な

お
寺
が
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。
先
人
の
努
力

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
名
古
屋
市
夫
婦

・
娘

。
あ
る
陣
物
館
の
先
生
に
話
を
何
っ
て
以
来
、

ず
っ
と
来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回

ご
縁
が
結
べ
て
う
れ
し
い
で
す
。

兵
庫
県

・
奈
良
県
の
女
性
二
人

お
皐
か
に
来
る
犬
そ
の
6

川
子
犬
の
冬
越
し

今
年
の
冬
、
も
う

一
匹
の
子
犬
の

事
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
冬
を
越

せ
る
eた
ろ
う
か
。

し
か
し
、
母
親
シ
口
の
姿
を
時
々

見
か
け
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、

し
っ
か
り
子
犬
を
守
っ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
と

一
応
安
心
は
し
て
い
ま
し
た
。

ω見
つ
け
た
川
…

も
う
す
ぐ
春
。
そ
の
時
宝
嵯
寺
は
、

ま
だ
冬
の
寒
さ
や
雪
が
あ
り
、
日
の

当
た
る
と
こ
ろ
し
か
融
け
て
い
ま
せ

ん
。
子
犬
も
全
然
来
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
遠
く
に
偲
ル
を
つ
く
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
元
気
に
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
、
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

山
菜
も
徐
々
に
芽
吹
き
、
食
べ
頃

に
な
っ
て
き
た
頃
、
裏
山
に
山
菜
を

採
り
に
行
き
ま
し
た
。
ひ
と
き
わ
雪

の
融
け
た
木
陰
か
ら
突
然
、
シ
ロ
が

現
れ
、
私
達
に
吠
え
か
け
て
き
ま
し

た
。
(
話
し
か
け
て
き
た
?
)
し
ば
ら

く
す
る
と
、

木
陰
の
中
に
あ
る
一
本

の
大
木
の
う
し
ろ
か
ら
、
顔
だ
け
出

し
て
一
緒
に
吠
え
て
い
る
子
犬
を
発

参拝者の声•••••••• 

見
し
ま
し
た
。

逃
げ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
思
っ
て

い
る
と
、
こ
ち
ら
の
機
子
を
窺
う
よ

う
に
懸
命
に
吠
え
て
い
る
の
で
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
母
親
シ

ロ
と
元
気

に
し
て
い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
(
子
犬
の
元
気
な
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
)
ま
た
慌
を
し
か
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
子
犬
は
用

心
深
く
て
な
か
な
か
僚
に
入
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
。

ω悠
々
と
現
れ
る

六
月
の
あ
る
昼
休
み
、
私
達
の
目

の
前
を
悠
々
と
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し

ま
し
た
。
私
達
は
び
っ
く
り
し
て
声

か
け
を
し
ま
し
た
。
子
犬
も
び
っ
く

り
し
て
と
っ
と
と
逃
げ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
(
次
号
に
続
き
ま
す
)(D
・
I
)
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施主1j~益

五十四世良道大和尚十七I!!I忌述夜

閉山特為献i品(お逮夜)/詳~T! (夕食)

琉球民訴と ni~ I:!l!\の会 l:t~J

万灯会 みたままつり(御浪然り)

法話/合田虫彩削j(7;';111 V，~，f;j\ ~liJ守休峨)

iiii題/1三つの心をIJfJくJ

14 : 00 

15 : 0。
17・30

18: 00 

19: 30 

10月11日(金)

施主供養

五十四位良道大和尚十七1111忌l正常

|井!山忌正首/IIJ門大施食会悦IJ持

9 : 00 
10: 00 

10月12日(土)

j 

宝
慶
寺
の
φ

俺
び
寂
び
φ

取
材

曹
洞
宗
福
岡
宗
務
所

三
十
二
名
様
団
参

滋
賀
県
地
福
寺
様

二
十
名
団
参

十
七
日
j
二
十
日

京
都
宗
務
所
様

六
八

O
余
名
団
参

坂
井
市
黒
松
ふ
れ
あ
い
の
会
横

五
+
三
名
団
参

上
庄
保
育
園
横
篠
座
保
育
園
様

十
五
日

{五
月
一

二
十
五
日

{六
月
}

四

日

五

日

福
井
新
聞
社
「
坐
禅
岩
」
取
材

月
刊
誌
「
U
R
A
L
A」

二
十
八
日

台
湾
台
北
市
密
厳
講
堂

釈

一
吉
椋
外
二
名

福
島
県
大
正
寺

本
田
大
助
師
梯
外

一
名

十

日

十
五
日

+ 
日

合
同
参
拝
四
十
一

名

{
七
月
}

二

日

秋
田
県
高
建
寺
様
・
祥
雲
寺
様

檀
信
徒
四
十
名
団
参

三
日

i
六

日

眼

蔵

会

九

日

新

潟

県

第

三

教

区

様

二
十
四
名
団
参

十

一
日

ベ
ル
ギ
ー
よ
り
二
名
参
禅

十
二
日

i
十
五
日

夏
期
集
中
講
義

宗
峯
首
座
法
戦
式

大
野
市
中
学
校
社
会
科

部
会
様
研
修

福
井
市
棚
経

大
阪
府
下
棚
経

福
井
市
民
謡
同
好
会
様

二
十
名
団
参

情
厳
会
満
散

解
制
土
地
堂
念
講

九

日

解

制

の

拝

十
日

1
十

一

日

大

野
棚
経

二
十
五
日
上
庄
中
学
校
三
年
生
・

保
誕
者
六
+
名
団
参

附
カ
ズ
マ
様

部
課
長
九
名
横
一
泊
研
修

十

日

十

日

二
十
七
日

{八
月
}

一

日

四)¥ )¥ 

十
日

{九
月
】

一

日

喝、

十
四
日

+
五
日

二
十
一
日

二
十
五
日

ヤ
シ
口
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
フ
様
二
泊
研
修

山
形
第
二
宗
務
所

第
二
教
区
本
山
講
様

+
二
名
団
参

千
葉
県
よ
り
一
名

宿
泊
参
禅

日日日

山
形
第
三
宗
務
所

第
七
教
区
本
山
講
様

百
名
団
参

金
沢
市
よ
り

六
名
様
坐
禅
体
験

太
白
西
蓮
師
晋
山
式

め
い
り
ん
講
座
四
十
名

(宝
慶
寺
の
歴
史
)

金
沢
市
小
直
野
手
づ
く
り

学
級
三
十
名
様
団
参

(4) 

五 {
十
月日}

大
野
市
東
部
民
生
児
童

委
員
の
会
様
四
十
八
名

団
参
人
権
学
習
会

(
於
御
誕
生
寺
)

+
一
日
j
+
二
日

開
山
忌
法
要

十
八
日
福
井
第
六
教
区
様

百
二
十
名
団
参

{十

一
月
}

九

日

関

西

大

野

会

様

団

参

二
十
二
日

i
二
十
四
日

三
千
礼
拝
行

{十
二
月
}

三
十
一
日

歳
末
識
経

七

日
多ま芝

2長t

菜、1

。
い
ま
、
此
処
、
こ
の
わ
た
し
を

生
き
る
。

ー
道
元
禅
師
|

〈〉
こ
こ
宝
慶
寺
の
い
き
も
の
た
ち

のム寸
。

9月10日裏山


